
 
 

教科・科目 理科・生物基礎 学年 高校 1 年 

単元名 

(教材名) 

神経系と内分泌系による調節 

（数研出版 生物基礎） 
時 

第 10 時 

（全 10 時間） 

本時の 

目標 

自律神経系によって調節されている心臓の拍動を変化させる要因について、既習の知識や日

常生活での経験を基に仮説を設定し、検証計画を立案することができる。また、探究の過程を

振り返って、改善策を考えたり新たな課題を見いだしたりすることができる。 

 

 学習活動 ICT 活用 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 
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○自律神経系によって調節されて

いる心臓の拍動を変化させる要因

について、単元で学習した知識や

日常生活での経験を基に仮説を

設定し、検証計画を立案する。 

（個人で考えた後、グループで話し

合い、検証可能な計画を立てる。） 

 

○計画に従って実験を実施し、安

静時と実験後との脈拍数（心拍

数）の差を調べる。 

 

○仮説と結果を比較し、既習の知

識と関連付けて考察する。 

 

○結果や考察について、グループ

ごとに発表する。 

 

○他のグループの結果や考察を

参考にして、実験の改善策や新た

な課題を考える。 

 

○５を基に仮説や検証計画につい

て見直し、再度実験を実施する。 

 

○結果について、1 回目の実験と

比較しながら考察する。 

 

○本時の学習を振り返る。 

 

 

本時版「ICT を活用したまなび」授業実践 

１【学習者用端末】（Google スライドを使用） 

あらかじめグループごとに割り振られたスライドに書

き表す。 

 

 

 

 

 

 

４【大型提示装置】 

各グループのスライドを提示し、発表する。 

５【学習者用端末】（Google スライドを使用） 

あらかじめグループごとに割り振られたスライドに書

き表す。 

 

 

 

 
６、７【学習者用端末】（Google スライドを使用） 

1 回目の実験で用いたスライドをコピーして書き換

える。 

（スライドをコピーするのは、2 回の実験を比較でき

るようにするため。） 

２、３【学習者用端末】（Google スライドを使用） 

あらかじめグループごとに割り振られたスライドに書

き表す。 

 

 

 

 

 

 



 

備  考 

・本実践は、学習活動１を前時に実施し、実験に必要な道具等を準備させた上で学習活動２

～８を本時に実施することも考えられる。 

・Google スライドをクラス全体で共有することで、グループで仮説や検証計画について考える

ときに、他のグループの仮説や検証計画を参考にしながら話し合うことができる。 

・教員は各グループの進捗状況を Google スライドで確認できるので、具体性に欠けていたり

安全性に問題があったりする検証計画に対して効率よく助言を行うことができる。 

・他のグループの実験結果や考察について、発表を聞くことに加え、Google スライドでも随時

確認ができるので、自分のグループの実験について考察する際にいつでも参考にすることが

できる。 

作成【奈良県立教育研究所】 


